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研究成果の概要（和文）： 

本研究は左右半球に独立した処理資源を想定して，視覚情報選択性の機構について 2つの点

を明らかとした。１つは，無関連情報を排除する視覚情報選択性が各半球で独立に行われるこ

とを明らかとした。2 つめは，視覚情報選択性の調整が，ブロックレベルの競合頻度によって

変化し，この変動は左右視野呈示時に顕著にみられることが明らかとなった。これは，左右半

球で独立に視覚情報選択性の調整が行われている可能性を示唆した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 The present study was designed to investigate the mechanisms of visual selectivity on 
the basis of the assumption that each hemisphere has an independent attentional resource. 
The findings in this study are twofold. Firstly, it is easier to ignore the distractor 
which is projected to high-loaded hemisphere compared with that in the low-loaded 
hemisphere. Second, the present study provided the findings that each hemisphere may 
independently modulate the visual selectivity depending on conflict frequency. 
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１．研究開始当初の背景 
ラテラリティ研究を総括したもの(例えば, 

Hellige, 1993; 吉崎, 2002「学習経験と大
脳半球機能差に関する研究」風間書房)でも
指摘されているように，これまでのラテラリ
ティ研究は左右半球の機能的差異に焦点を
あててきた。しかし最近になってそれだけで

なく，左右半球間の相互作用のメカニズムが
重要なテーマの１つになっている（Banich, 
1998）。左右半球での相互作用が，注意をは
じめとする高次認知機能を調整しているこ
とが考えられる。半球間相互作用研究の中で
最も支持を得ているのが，Banich-Belger モ
デルである(Banich & Belger, 1990)。これ
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は，課題の処理負荷が増大すると，情報を左
右半球に分けて投入した方が，一側半球に投
入するよりも，遂行成績が高いとするもので
ある（両半球分配優位性：BFA）。 

この BFA は次のように説明されている。処
理負荷が増大した場合，1 つの半球で処理す
ることは難しくなる。しかし，複数の情報を
両半球にわけて投入することで左右半球の
処理資源が利用できるため効率的な処理が
できる。このモデルは Banich のグループだ
けでなく(Weissman & Banich,1999)，申請者
（Yoshizaki, 2000; Yoshizaki et al., 2007; 
Yoshizaki et al., 2008）や他のグループ
（Koivisto, 2000; Norman et al., 1992）
からも支持されている。重要なことは，これ
らの知見は各半球が機能的に独立した処理
資源を持つとする前提の上で成り立ってい
ることである。この前提は，視覚的短期記憶
研究（ Delvenne, 2005），視覚追跡研究
（Alvarez & Cavanagh, 2005）でも確認され
ている。 
 

２．研究の目的 
 左右半球に独立した処理資源を想定し，各
半球での視覚情報選択性について検討した。 
目的は以下の 2 つであった。 
（１）１つ目の目的は無関連情報を排除する
視覚情報選択性が各半球で独立に行われる
ことを検証することであった。そのため，課
題関連文字列(5 文字)を左右視野に分けて瞬
間呈示し，一方の視野には 4 つの文字を呈示
し（高負荷視野），もう一方の視野には１文
字呈示した（低負荷視野）。このような事態
で，左右視野何れかに呈示されるディストラ
クターをどの程度排除できるかを検討した。
つまり，ディストラクターが呈示される視野
（高負荷／低負荷）による適合性効果の変動
に注目した。 
（２）2 つ目の目的は，視覚情報選択性の調
整が各半球ではたらくことを検証すること
にあった。これまで，フランカー課題でのブ
ロック内の競合頻度，一致試行前の競合頻度
のような課題文脈によって視覚情報選択性，
つまり適合性効果は変動することが明らか
となっている（Egner, 2007）。具体的には，
競合頻度が高いブロックや 1試行前が不一致
試行の場合は，適合性効果小さくなり，逆に
競合頻度が低いブロックや１試行前が一致
試行の場合は適合性効果が大きくなる。この
ような競合経験による適合性効果の変動を
競合適応効果と呼ぶ。 
この目的，つまり視覚情報選択性の調整が，

左右半球で独立に行われていることを検証
するために，フランカー課題を左右視野の何
れかに瞬間呈示し，各視野の競合頻度を独立
に操作した。もし左右半球で独立に視覚情報
選択性の調整が行われているのなら，左右各

視野での競合頻度に応じた適合性効果の変
動（競合適応効果）が予想された。 
 

３．研究の方法 
（１） 

 Lavie(1995)の知覚的負荷理論の検討に使
用されるパラダイムを応用した。課題関連文
字列として 5文字（ターゲット 1文字，ノイ
ズ 4文字）の文字列を左右視野に 4 文字（高
負荷視野）と 1文字（低負荷視野）で分けて
瞬間呈示した。これと同時に課題無関連刺激
（ディストラクター：ターゲット文字のいず
れか）を課題関連刺激の外側（左右視野）に
瞬間呈示した。実験参加者（右手利き健常成
人）は，ディストラクターを無視しながら課
題関連文字列の中から，ターゲットをできる
だけ速く，できるだけ正確に同定することを
求められた。注目するのは，ターゲットとデ
ィストラクターが一致する条件と不一致条
件時の認知成績の差異であった（適合性効
果）。 

目的１ 無関連情報の排除と左右半
球の独立性 

適合性効果が小さい場合，ディストラクタ
ー刺激を排除し，ターゲットを効率的に同定
したことを意味した。刺激は，半球機能差を
検討する際は，凝視点の左右各視野に 100～
150 ms間で瞬間呈示し，対側半球に情報を入
力した。視角は凝視点より 2 度以上はなすこ
とによって，各視野の対側半球への入力を保
証した。 
（２） 

 Eriksen タイプのフランカー課題を用いた。
5 文字からなる文字列の中心の文字を同定す
ることを右手利き健常成人に要求した。左右
半球のいずれかに直接文字列を入力するた
め，左右視野に呈示する場合は，フランカー
刺激列は，凝視点より視角にして 2 度以上離
し，100～150 ms間で呈示された。フランカ
ー刺激は，中心にターゲット（例 X か N），
その周辺（左右あるいは上下左右）に同一の
ノイズ（例 X か N）であった。したがって，
ターゲットとノイズが一致する一致条件（例 
XXXXX）と，異なる不一致条件（例 XXNXX）
からなった。 

目的 2 左右半球の独立性と視覚情
報選択性の調整 

 呈示位置ごとに競合頻度を操作するため
に，各呈示位置での一致／不一致試行出現確
率（競合頻度）を操作した。各呈示位置にお
ける競合頻度と適合性効果の関係に注目し
た。 
 
４．研究成果 

① Nishimura et al.(2009)では，Lavie の
知覚的負荷理論で仮定する処理資源が，左右
半球に独立して存在することを仮定して，無
関連刺激の排除の効率性について検討した。

（１）無関連情報の排除と左右半球の独立性 



 

 

実験 1では，左右一側視野に課題関連文字列
を呈示して，それと同時にディストラクター
を中央呈示し，知覚的負荷理論の妥当性を検
証した。その結果，左右いずれの視野に呈示
しても，適合性効果は低負荷時に大きく，高
負荷時に小さくなった。これは知覚的負荷理
論が一側視野呈示事態にもあてはまること
を示唆した。実験 2 では，実験 1同様ディス
トラクターを中心に呈示し，課題関連文字列
を一側視野だけに呈示する条件に加え，左右
両視野に分けて呈示する両視野条件を用意
した。その結果，両視野条件時の適合性効果
が，一側視野条件のそれよりも大きいことが
明らかとなった。このことは，両視野に呈示
する事態では左右両半球の処理資源が利用
できるため，ディストラクターの処理がすす
み無関連情報の排除が難しかったことを示
唆した。知覚的負荷理論が想定する処理資源
は，左右半球に独立に存在する可能性を示唆
した。 
② Nishimura & Yoshizaki(2010)は，さら
に処理資源の左右半球での独立性の証拠を
提供した。実験 1では，課題関連文字として
5 文字からアルファベット文字を 4 文字と 1
文字にわけ，左右各視野にそれぞれ瞬間呈示
した。ディストラクターは凝視点から課題関
連文字列のさらに外側に呈示した。その結果，
適合性効果は，ディストラクターが低負荷視
野（1 文字呈示）に呈示されている事態の方
が，高負荷視野（4 文字呈示）に呈示されて
いる事態よりも大きくなることが明らかと
なった。この傾向は，ターゲットとディスト
ラクターの呈示位置関係が，同一視野，対側
視野に関係なく見られた。このことは，低負
荷視野では処理資源があまり，ディストラク
ターの処理に分配されたため，無関連情報を
効率的に排除できなかったことを示唆した。
実験 2はこのことを確認するために行われた。
実験 1と同一の課題関連文字列とディストラ
クターが左右両半球に冗長に入力される事
態を設定した。つまり，凝視点から 5文字の
文字列を上下視野に分けて呈示し（4 文字と
1 文字），ディストラクターもそのさらに上下
の位置に呈示された。その結果，適合性効果
は，ディストラクターが呈示される視野の負
荷によって変動しないことが明らかとなっ
た。この結果は，Lavie の知覚的負荷理論を
支持した。つまり実験 2 の事態は，高負荷，
低負荷条件に関係なく，左右両半球の処理資
源が同様に利用できたのである。 
③ 西村・蔵冨・吉崎(2009)並びに木村・吉
崎(2011a)は，Nishimrua & Yoshizaki(2010)
の知見を確認するために，画面に呈示する文
字数や刺激布置等を統制し検討した。その結
果，いずれも Nishimura & Yoshizaki(2010)
を支持した。図 1 には木村・吉崎（2011a）
の刺激呈示例と，左右視野呈示における結果

（図 2）を示した。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 木村・吉崎(2011a)の刺激呈示例（実験

１：左右視野呈示） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 各実験条件における平均反応時間 

（木村・吉崎，2011a）（バーは標準誤差） 
 

 視覚情報選択性の指標として，フランカー
課題から観察される適合性を用い，呈示位置
に依存したブロックレベルの適合性効果が，
競合頻度によって変化することを明らかに
した。特に，左右視野に呈示した際にこの効
果は顕著に見られ，これは視覚情報選択性が
左右半球で独立して行われている可能性を
示した。 

（２）左右半球の独立性と視覚情報選択性の
調整 

① 蔵冨・吉崎・伏見（2012 年日本認知心理
学会発表予定）では，フランカー刺激を左右
視野にランダムに呈示し，一致試行／不一致
試行の出現確率を 5段階（83/17，75/25，50/50，
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25/75，17/83）で操作し，適合性効果の変動
について検討した。その結果，図 3 に示すよ
うに，一致試行の出現確率が少ない，つまり
競合頻度が高いほど適合性効果が小さいこ
とが明らかとなった。この傾向は左右視野に
おいて同様であり，ラテラリティは見られな
かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 図 3 一致試行出現確率による適合性効果

の変化（蔵冨・吉崎・伏見，2012発
表予定）（バーは標準誤差） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 4 左右視野呈示時の競合頻度視野，適

合性毎の平均反応時間（蔵冨・吉崎，2010，
実験 1）（バーは標準誤差） 

 
②  蔵 冨 ・ 吉 崎 (2010) ， Yoshizaki & 
Kuratomi(in preparation)は，画面全体の競
合頻度を 50%に維持し，左右視野，上下視野
における競合頻度を 75%と 25%で操作した。
左右視野での操作では，競合頻度が高い視野
よりも低い視野の方が適合性効果が大きい
ことが示された（図 4）。この呈示位置に依存
した競合適応効果は，上下視野に呈示した事
態では，小さいことが明らかとなった。この
ことは，上下視野と左右視野を実験参加者内
で実施した蔵冨・吉崎(2012)においても支持
された。この左右視野での競合適応効果の優
位性は，上下視野呈示時の視覚情報選択性の
調整には呈示位置に依拠した機構が介在す
るのに対して，左右視野での調整には，呈示
位置に依存した機構に加え，左右半球に依拠
した機構が同時に介在していることの反映
だと推察された。   
③ さらに Kuratomi & Yoshizaki(2012，
Psychonomics で発表予定)は，視覚情報選択
性が各半球で行われていることを検討する
ために，左右視野での競合頻度操作時の中央

視野（50%）の変動（実験１），中央視野の競
合頻度操作時の左右視野（50%）の適合性効
果の変動（実験 2）を観察した。その結果，
競合頻度を操作した位置での競合適応効果
が観察された。競合頻度を 50%に固定した呈
示位置に置いても，競合頻度を操作した呈示
位置の競合頻度に応じた適合性効果の変動
が見られた。このことは，呈示位置に依存し
た視覚情報選択性に加えて，異なる機構の存
在，つまり各半球で働く視覚情報選択性の調
整機構の存在を示唆した。 
④ 左右視野における競合頻度に応じた適
合性効果の変化は，呈示位置における競合頻
度の変化に気づいていない事態で生じてい
ることも明らかとなった（蔵冨・吉崎，2011; 
Kuratomi & Yoshizaki, 2012 APS @ Chicago）。
実験前に呈示位置と競合頻度の正しい関係
を教示しても，虚偽の教示をしても，全く競
合頻度について伝えなくても，競合頻度に応
じた適合性効果の変動は得られた。 
⑤ 木村・吉崎(2011)は，共行為事態におい
て，他者試行の競合を観察することが，次試
行の観察者の適合性効果に影響を与えるこ
とを確認した。1 試行前の他者の競合によっ
て観察者の次試行の適合性効果は小さくな
った。 
⑥ Yoshizaki et al.(in press)は，左右視
野における競合適応効果が，先の研究よりも
少ない試行数でも生じること，高齢者でも生
じることを明らかとした（図 5 1st half）。
しかしながら，高齢者は，呈示視野と競合頻
度の関係を逆に変更した際（図 5 2nd half）
には，これまでの視覚情報選択性の傾向が影
響し，競合頻度に応じた適合性効果の変動は
生じないことが示された。このことは，左右
半球で視覚情報選択性の傾向が保持されて
いること，高齢者はその傾向を柔軟に変更す
ることが難しいことを示唆した。この知見は，
HAROLD，CRUNCHモデルが主張するように，高
齢者の処理資源の低下にともない，それを補
うために処理資源を動員し，過活性が生じた
めとも考えられた（吉崎，2009）。加齢によ
るこの差異は，大川他（2012 年日本心理学会
で発表予定）でも，支持された。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 各年齢群における競合頻度視野別の適

合性効果の平均（バーは標準誤差） 
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